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1. 背景・経緯

民間連携事業 業務委託契約の受注者による①現地再委託及び②現地工事契約に
ついては、リスクの観点からJICAが確実に確認（検査）することが必要です。

2018年から開始した、JICA在外事務所が傭上する現地監査法人等による上記①
②の契約に対し抽出検査（第三者抽出検査）を実施してきましたが、年間数か
国を対象とする限定的なものであり、更に、過去の案件を対象としているため
に、検査時点では契約相手方と連絡が取れず、確認できないものが散見してお
り、確認結果が、現地監査法人等を傭上する手間や事務コスト等と見合わない
ケースがあります。

提案者と現地再委託／工事請負先との契約に関しては、契約締結時にJICAに対し、
報告があり、打合簿にて確認するようガイドラインに記載があることから、契約実施
中に、全ての検査をすることに、方法を変更して合理化を図ります。これにより、
2024年度から第三者検査の実施は行わないこととします。
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２. 変更後の確認対象・確認内容等
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【確認対象】
民間連携事業 業務委託契約の受注者による以下の契約を対象とします。

 ① 現地再委託契約：全契約
 ② 現地工事契約：全契約

【確認内容】
JICA在外事務所は、受注者から提出される「選定経緯報告書」の情報を
基に、現地再委託／工事請負先に対して、面談や電話等を用い、契約内容
に関する事実（契約の有無、契約金額、契約業務内容）の確認を行い、
受注者からの報告内容と相違がないことを確認します。

【適用時期】
2024年10月以降に現地再委託契約及び現地工事契約を締結する契約と
します。



３. 変更後確認方法

確認フロー：

契約締結後速やかに打合簿を作成・合意（打合簿及び選定経緯報告書）

 （１）契約締結後、業務主任者は選定経緯報告書を作成し、JICA在外事務所担当者に送付。

 （２）在外事務所担当者は、実存及び契約の概要を契約相手方（現地再委託／工事請負先）に確認
（電話などで可）を行い、確認日（確認した日付）を業務主任者に連絡。

（３）業務主任者は在外事務所の連絡を受けて、選定経緯報告書に①在外事務所担当者名及び
②確認日を追記し、打合簿に付して監督職員へ提出。

業務主任者 在外事務所担当者 監督職員
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４. 選定経緯報告書
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年/月/日

□ 再委託契約選定経緯報告書

□ 工事請負契約選定経緯報告書

会社名

担当者名

住所

電話/Email

金額

JICA月次
統制レート

（現地通貨単位）1=¥●（20XX年X月）

□ 見積合わせ

□ 見積競争

□ 競争入札

在外事務
所確認

□
確認者名：
確認日：

選定経緯

契約金額

選定方法

例:
見積合わせの場合：
●年●月●日に●者に見積書の提出を依頼。
●月●日に見積書の提出があった●者の価格見積書を比較し、最安価の見積書を提出した○○○社に
委託することとした。
　＜見積金額＞
・〇〇., Ltd.  　　　XXXUS＄
・△△ Co., Ltd. 　 XXXUS＄
・XX Co., Ltd. 　　 XXXUS＄

再委託契約選定経緯報告書/工事請負契約選定経緯報告書

案件名：●●国●●調査/事業

受注者名：JICA開発（株）

国際　花子

報告内容

契約先

日付：

調達管理番号: xxxx 監督職員： 山田　太郎 印

案件名： ●●国●●調査/事業（●●型） 業務主任者： 国際　花子 印

受注者名： JICA開発（株）

監督職員と業務主任者は以下の事項について確認し、合意した。
３．添付／特記事項

□ 業務計画書 部 □ 部

□ 和文 □ 英文

□ 電子データ □ 原本

□
業務完了報告書（和文、英文要
約を含む）

部 □ 部

□ CD-ROM 枚 □ 枚

■ ■

□ □
□ 機材の調達経緯及び選定結果の確認 □ 機材購入選定経緯報告書 □
□ 工事完成の検査報告 □ □

※理由等記載しきれない場合
は、添付様式_内容_理由説明書
（要押印）を添付

契約書（写）、見積書

工事完成検査報告書 工事請負契約書（写）

□
その他（　　）

※定型にない事項の時に使用してくだ

欄２、３を記入してください。書ききれない場合は添付様式_内容_理由説明書（要押
印）を添付してください。

選定経緯報告書
別添：○○契約書（写）、見積書、
入札図書（必要に応じて）

□ 再委託完了検査の報告
対象業務名：

委託業務の完了報告書 再委託契約書（写）

■
再委託先/工事請負先契約締結報告（含
選定経緯報告）

対象業務名：

打　合　簿

年月日

１．確認/事項 ２．内容

□
成果品提出（業務計画書/進捗報告書）
＊部分払対象の進捗報告書は打合簿不
要（別途、業務部分完了届を提出）

進捗報告書

(1)変更特記仕様書

□ 成果品部数の変更

変更前 変更後
業務完了報告書（簡易製
本和文、和文及び英文要

CD-ROM

※非公開箇所を設定する場合は、別途非
公開版報告書1部（簡易製本）、CD-ROM1
枚を追加する。

X

こちらです！



５. 留意事項

【留意事項】

⚫ 2024年9月以前に、既に契約済みの再委託契約や工事請負契約については、
適用対象外とします（適用開始後に契約変更が生じた場合も含む）。

⚫ 契約終了時は確認を省略します。

⚫ 参照ガイドライン：契約管理ガイドライン

①別添３ 現地再委託ガイドライン

②別添５ 現地工事契約ガイドライン
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